
基本的にはPC本体にソフトウェアをインストールしてシステムを構築します。映像機器が複数台にまたがる
際にはPCを複数台用意しHUBでネットワークを組みます。システムの起動やコンテンツの切替については、
外部入力接点・RS-232C以外にタブレットなどを使って行うことも可能です。
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特にプロジェクターでの投映に特化したソフトウェアで、外付けＵＳＢカメラを使用したオートキャリ
ブレーションが特徴です。現地でのわずらわしい映像補正作業を軽減するだけでなく、設置後の補正
作業にも対応します。ソフトウェアの種類は再生リストに基づいてコンテンツを出力する
『Presenter』と、他のアプリケーションで生成したコンテンツをあらかじめ調整したプロジェクター
に出力する『AnyBlend』の2種類があります。

映像システムソリューション

事例１での参考システム図

商品名（ソフトウェア） 型式 映像出力

Wings　VIOSO　5 SWV-5/S GUI+1ch

Wings　VIOSO　5 SWV-5/D GUI+2ch

VIOSO　AnyBlend　Single VAB-1 GUI+1ch

VIOSO　AnyBlend　Dual VAB-2 GUI+2ch

VIOSO　AnyBlend　Triple VAB-3 GUI+3ch

VIOSO　AnyBlend　Unlimited VAB-X GUI+4ch以上
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152価格はすべてオープンです。
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